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令
和
５
年
度

決
算
報
告

　

昨
年
度
一
年
間
に
お
い
て
、
町
の
予
算
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
た
か
を
町
民
の
皆
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
決
算
の
あ
ら
ま
し
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
原
油
価
格
や

電
力
・
食
料
品
な
ど
の
物
価
高
騰
へ
の
緊
急
的
な

経
済
対
策
を
最
優
先
に
実
施
し
、
歳
入
が
67
億
５
，

０
３
３
万
円
（
前
年
度
比
２
億
２
万
円
減
）
で
、

歳
出
は
60
億
５
８
５
万
円
（
前
年
度
比
３
億
２
，

２
２
７
万
円
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

使
っ
た
お
金
よ
り
入
っ
て
き
た
お
金
の
方
が

７
億
４
，
４
４
８
万
円
ほ
ど
多
い
の
で
、
令
和
５
年

度
の
決
算
は
黒
字
と
言
え
ま
す
。（
※
注
１
）

※
注
１　

こ
の
う
ち
、
７
，
４
６
５
万
円
は
翌
年
度
（
令

決
算
の
概
要

主
な
事
業
費

和
６
年
度
）
に
実
施
す
る
事
業
に
繰
り
越
す
た
め
、
実
質
収

支
額
は
６
億
６
，
９
８
３
万
円
で
す
。

会　計　名 収　入 支　出うち一般会計
からの繰入金

国民健康保険
特別会計 12億3,840万円 8,259万円 11億1,508万円

後期高齢者医療
特別会計 1億2,157万円 2,834万円 1億2,025万円

介護
保険
特別
会計

保険事業勘定 10億9,306万円 1億5,301万円 10億3,308万円

介護サービス
事業勘定 997万円 － 243万円

農業集落排水事業
特別会計 8,261万円 5,578万円 6,884万円

公共下水道事業
特別会計 3億385万円 1億484万円 1億6,131万円

奨学金貸与費
特別会計 1,268万円 346万円 762万円

特別会計決算

町税
19億5,926万円
29.0%

繰越金
6億2,223万円
9.2%

繰入金
4億3,325万円　6.4%

その他（自主財源）
2億2,504万円　3.3%

地方交付税
14億6,077万円
21.6%

国庫支出金
7億6,680万円
11.4%

総務費
10億6,165万円
17.7%

民生費
16億4,898万円
27.5%

公債費
3億6,689万円
6.1%

教育費
6億5,204万円
10.8%

町債
2億5,590万円
3.8%

その他　4億4,840万円　6.7%

県支出金
5億7,868万円
8.6%

衛生費
3億8,400万円
6.4%

土木費
8億315万円
13.4%

農林水産業費
4億8,106万円
8.0%

消防費
3億3,259万円
5.5%

議会費　8,853万円　1.5%

商工費
1億8,667万円
3.1%

労働費
29万円　0.0%

67億5,033万円
歳 入

60億585万円
歳 出

自
主

依
存

財

源

財

源

47.9%52.1%

一般会計決算

※表中の数値は四捨五入しているため、合計と合わない場合があります。

・
町
道
塩
田
続
谷
線
道
路
改
良
事
業（
土
木
費
）

１
億
６
，
９
２
１
万
円

・
団
体
営
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業（
農
林
水
産
業
費
）

１
億
４
，
８
９
９
万
円

・
低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金（
民
生
費
）８

，
６
８
７
万
円

・
小
学
校
３
校
ト
イ
レ
洋
式
化
事
業（
教
育
費
）

８
，
２
８
２
万
円
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地
方
公
共
団

体
は
「
地
方
公

共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
町
の

財
政
状
況
を
表

す
指
標
を
監
査
委
員
の
審
査
に
付
し
た
う

え
で
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

公
表
す
る
指
標
は
、
財
政
の
運
営
な
ら

び
に
公
営
企
業
の
経
営
の
健
全
性
を
図
る

目
安
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
の
指
標
が
国

の
基
準
値
を
超
え
る
と
、
地
方
公
共
団
体

は
国
の
監
視
の
も
と
で
財
政
健
全
化
や
財

政
再
生
に
向
け
て
計
画
的
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
事
実
上
お
金
の

使
い
方
が
制
約
さ
れ
ま
す
。

　

市
貝
町
の
令
和
５
年
度
の
健
全
化
判
断

比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
は
左
記
の
と

お
り
で
す
。
い
ず
れ
の
指
標
も
国
の
基
準

値
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
事
業
の
見
直
し
や
効
率
化
に
取

り
組
み
、
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

※�

町
民
一
人
あ
た
り
の
額
は
、
各
科
目
の
決
算
額
を
令

和
６
年
４
月
１
日
現
在
の
住
民
基
本
台
帳
人
口
１
１
，

２
２
４
人
で
割
っ
た
も
の
で
す
。（
円
未
満
四
捨
五
入
）

歳　　出 歳　　入
町民一人
あたりの
歳出合計

535,090円
町民一人
あたりの
歳入合計

601,419円

町民一人あたりの支出額
（抜粋） 町民一人あたりの税負担

民 生 費 146,916円 町 民 税
（法人分含む） 61,358円

総 務 費 94,587円 固定資産税 102,519円

土 木 費 71,556円 たばこ税 6,434円

教 育 費 58,093円 軽自動車税 4,113円

健全化
判断比率
の公表

○経常収支比率　
　�　財政構造の弾力性を示すもの。支出のうち人件費や公債費、
扶助費など、毎年必ず支払う経費を「経常的経費」といい、
町税や地方交付税など毎年常に入ってくる財源を「経常一般
財源」といいます。使い道が自由な経常一般財源に対する経
常的経費の割合が経常収支比率で、比率が低い方が自由に使
える資金が多いことになります。

○町民一人あたりの決算額○年度末の起債借入元金および
　利子の現在高の推移

○財政力指数（単年度）
　　地方公共団体の財政の豊かさを示
す指数で、この指標が大きいほど財
政に余裕があるとされています。財
政力指数が 1.00 以上になると、地
方交付税のうち普通交付税は交付さ
れません。

令和５年度 令和４年度
91.1 91.1

令和５年度 令和４年度
0.58 0.65

R1 R2 R3 R4 R5

　

　

30億円

35億円

　

40億円

①健全化判断比率

区　　分
市貝町の比率 国の基準値

令和５年度 令和４年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 ー ー 15.00 20.00
連結実質赤字比率 ー ー 20.00 30.00
実質公債費比率 5.3 5.7 25.00 35.00
将来負担比率 ー － 350.00

※実質赤字比率および連結実質赤字比率については、赤字額が無いため「ー」と表示
※将来負担比率については、将来負担額を充当可能財源が上回っているため「ー」と表示

②資金不足比率
区　　分 市貝町の比率 経営健全化基準値

農業集落排水事業特別会計 ― 20.0
公共下水道事業特別会計 ― 20.0

※いずれも資金不足が無いため「―」と表示

■用語解説

実質赤字比率 一般会計等を対象とした指標で、標準財政規模に対する実質
赤字額の割合

家計のイメージ
に例えると

１世帯の１年間の収入と支出の結果で、赤字だったのか、黒
字だったのかを判定します。

連結実質赤字比率 公営企業会計を含む全会計を対象とした実質赤字額（または
資金不足額）の標準財政規模に対する割合

家計のイメージ
に例えると

生計を別にする世帯（２世帯住宅など）の合計で、１年間の収入
と支出の結果で、赤字だったのか、黒字だったのかを判定します。

実質公債費比率 一般会計等が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する割合

家計のイメージ
に例えると

１世帯で、住宅取得や自動車購入などの借入額があった場合
に、１年間の支出のうちその返済額がどの位の割合であった
かを判定します。

将来負担比率 一般会計等が将来負担するべき実質的な負債の標準財政規模
に対する割合

家計のイメージ
に例えると

１世帯で、今後の住宅取得や自動車購入などの借入金の返済
見込額と貯金の状況をもとに、将来の負担がどの位の割合な
のかを判定します。
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特定疾患見舞金のご案内

●問い合わせ　町民くらし課　健康づくり係　☎６８－１１３３

インフルエンザ予防接種助成 新型コロナ予防接種助成
▶対象者　いずれも接種日の年齢になります
　①65歳以上の方
　②�60歳～64歳の方で、身体障害1級の認定
を受けている方（心臓・腎臓・呼吸器の機
能・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能
障害のみ）

　　　➡年度１回限り4,600円（上限）
　③１歳～中学３年生相当の方
　　 不活化ワクチン（注射）
　　・１歳～小６相当の方
　　　　↳年度２回、１回につき2,000円（上限）
　　・中１～中３相当の方
　　　　↳年度１回限り2,000円（上限）
　　 生ワクチン（経鼻）
　　・２歳～中３相当の方
　　　　↳年度１回限り2,000円（上限）

▶接種場所
①、②の方 栃木県内の医療機関
③の方 芳賀郡市内の医療機関
・�上記以外の医療機関を受診した場合には、
償還払いとなります。
・差額分は自己負担となります。
▶接種期間
　10月1日（火）～令和7年3月31日（月）
▶申請先　町民くらし課 健康づくり係
　　　　　☎68－1133

　▶対象者　いずれも接種日の年齢となります
　①65歳以上の方
　②��60歳～64歳の方で、身体障害１級の認定
を受けている方（心臓・腎臓・呼吸器の機
能・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能
障害のみ）

　　　➡年度１回限り3,000円
　　※�上記に該当しない場合は、医療従事者や

基礎疾患をお持ちの方であっても定期接
種の対象とはならないので、ご注意くだ
さい。

　　�①、②に該当する方で生活保護を受給され
ている方は、町から交付された医療券を医
療機関へ提示することで無料で接種するこ
とができます。

　▶接種場所…栃木県内の医療機関
　（上記以外の医療機関を受診した場合には、
　　償還払いとなります。）
　▶接種期間
　　10月１日（火）～令和７年３月31日（月）
　▶申請先　町民くらし課 健康づくり係
　　　　　　☎68－1133

インフルエンザ、新型コロナと
もに、ワクチン接種を希望され
る方は、事前に医療機関にお問
い合わせのうえ、接種するよう
にしてください。

▶対象者
　　令和６年10月1日を基準とし、市貝町に住所を有する特定医療費（指定難病）受給者証交付者、
　小児慢性特定疾病医療費受給者証交付者またはその保護者
▶手続きに必要なもの
　　①印鑑
　　②特定医療費（指定難病）受給者証、または小児慢性特定疾病医療費受給者証
　　③受給者名義の預金通帳（18歳未満は保護者の預金通帳）
　　④特定疾患見舞金認定申請書
　　⑤請求書
　　⑥委任状（必要な方のみ）
▶見舞金額　10,000 円
▶申請期間　10月 1日（火）～ 11 月 29 日 ( 金 )
▶申請先　　町民くらし課健康づくり係　☎６８－１１３３

④～⑥については、町民くらし課窓口（２番窓口）にて
配布しています
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●問い合わせ　サシバの里推進室　☎６８－１１２０

　市貝町はサシバが多く飛来し営巣するため、里地里山の自然環境が良好であることを意味し、
生物多様性に富んだ生態系が保全されていることを示す一つの証になるものと考えます。その
ようなサシバに選ばれた里地里山環境は、市貝町の宝であり、将来の世代に引き継いでいかな
ければなりません。
　この条例は、近年の産業構造や生活形態の変化等により本来の機能が失われつつある里地里
山を保全することを目的とし、将来にわたって里地里山と調和した美しく住みよい町づくりを
図るために、「保全地域の指定」、「希少野生動植物の保護」、「里地里山の利用促進」を柱として
４月１日から施行されました。
　このたび、本条例に基づき希少野生動植物等および特別重要里地里山保全地域を指定しまし
たので、お知らせします。
　今後は、地域の保全団体と連携、協力し環境保全や再生活動に取り組んでいきます。

＜特別重要里地里山保全地域＞
　希少な動植物が多数生息している場所を指定
　多田羅沼湿地（町有地）　※開発行為は禁止

＜希少野生動植物＞
　町のレッドリストに掲載している種類の中から指定
　植物 59種、苔類１種、哺乳類１種、鳥類 12種、爬虫類２種、両生類２種、
　魚類４種、貝類２種、昆虫 13種・・・合計 96種
　希少野生動植物の種類についてはホームページに掲載しています。　
　※捕獲等の場合は、町に届け出が必要です。
　
＜特別希少野生動植物＞
　希少野生動植物の中から指定
　クロシジミ、ヨコハマシジラガイ、サシバ・・・合計３種
　※捕獲等の禁止（学術研究等の目的で捕獲等を行う場合は、町の許可が必要です。）

　➡１年以下の懲役または 50万円以下の罰金（無許可で特別希少野生動植物を捕獲した時等）
  【捕獲、採取等に関し、許可や届出がなくても罰則の対象とならない行為】
　・過失や災害に起因する不可抗力による場合
　・人の生命または身体の保護その他の規則で定めるやむを得ない事由がある場合
　・農業や林業を営むために行う行為に伴って捕獲等する場合

市貝町サシバの里保全創造条例に基づく市貝町サシバの里保全創造条例に基づく
希少野生動植物等および特別重要里地里山保全地域の希少野生動植物等および特別重要里地里山保全地域の
指定について指定について

（昆虫）クロシジミ （貝類）ヨコハマシジラガイ （鳥類）サシバ



　令和７年４月からの保育所（園）、認定こども園（保育部分）の入所希望児童を募集します。

　本町に住所があり、保護者が次のいずれかの理由に該当し、保育を必要とする児童
　「保育の必要な理由」
　◇就労（月64時間以上の就労）　　◇妊娠・出産　　◇保護者の疾病や障害
　◇親族の介護・看病　　◇災害復旧　　◇求職活動（認定期間90日）
　◇就学　　◇虐待やDVのおそれ　　◇育児休業期間中に継続利用が必要な場合　等

申請書に必要な書類等を添付のうえ、期間内に受付場所まで提出してください。
申請書等は、こども未来課、各保育所・認定こども園で配布しているほか、町ホームページか
らもダウンロードできます。

　子ども・子育て支援新制度に基づき、新規入所申込とあわせて、年齢や保育の必要量に応じた
支給認定を受ける必要があります。

　2号認定・3号認定は、保護者等の就労状況によって「保育標準時間認定」と「保育短時間認
定」に区分されます。

対象児童

申込方法

受付期間

受付場所

町内施設一覧

支給認定について

保育の必要量の区分について

※認定こども園等の幼稚園部分（１号認定）を利用する場合は、施設へ直接お申込みください。

10月１日（火）から11月２９日（金）まで
こども未来課・町内保育所または認定こども園

施設名 公・私 利用定員 所在地 対象児 電話番号
市塙保育所
（R7.4～公立認定こども園へ移行予定） 公立 80名 １号　 ５名 市塙1777－１ ２ヵ月～ 68-00692.3号　75名
すぎやまてらす保育園
（新園舎になります） 私立 20名 杉山2134 ２ヵ月～ 68-0156

赤羽認定こども園 私立 98名 １号　８名 赤羽2634-2 2ヵ月～ 68-01422.3号  90名

かみねの森認定こども園 私立 75名 １号 　６名 上根449-7 2ヵ月～ 68-57882.3号  69名
認定こども園
市貝たいよう幼稚園 私立 125名  1号　35名 市塙1096 2ヵ月～ 67-11012.3号　90名

支給認定区分 対象となる子ども 利用できる施設

1号認定 満3歳以上の子どもで教育を必要とする場合
（保育の必要なし）※施設へ直接お申込みください

幼稚園
認定こども園

2号認定 満3歳以上の子どもで「保育の必要な理由」に該当し、保
育所等での保育を希望する場合

保育所（園）
認定こども園

3号認定 満3歳未満の子どもで「保育の必要な理由」に該当し、保
育所等での保育を希望する場合

保育所（園）等※
認定こども園

保育の必要性の区分 就労状況 利用可能な時間
保育標準時間 保護者のいずれもフルタイムで就労（月120時間以上の就労） 11時間

保育短時間 保護者の両方またはいずれかがパートタイムで就労（月64時間
以上120時間未満の就労） 8時間

※家庭的保育・小規模保育・事業所内保育を含む
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令和７年度
保育所（園）・認定こども園入所児童を募集

●問い合わせ　こども未来課　こども育成係　☎６８－１１１９
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　飼い犬は、法令により市町への登録（一生涯に１回）と狂犬病予防注射（毎年１回）が義務付けられ
ています。下記の日程により今年度２回目の狂犬病予防一斉注射を実施しますので、まだ予防注射がお
済みでない方は、最寄りの会場で必ず受けられますようお願いいたします。
　また、初めて犬の登録をする場合は、①飼い主の住所・氏名　②犬の種類・年齢・毛色・性別・呼び
名を記入したメモ用紙を持参してください。

注射手数料　３，３００円　　登録手数料　３，０００円　　合計　６，３００円
すでに、登録されている場合は、注射手数料の３,300円のみとなります。

月日
第 1 班 第 2 班

場 所 時 間 場 所 時 間

10
月
19
日
（
土
）

多田羅公民館

鴻之宿公民館

菅之谷公民館

中新田公民館

ふれあい館

上赤羽消防センター

上根公民館

荒宿東公民館

新町公民館

大久保弁天池

石下公民館

笹原田公民館

AM  8:30～ 8:40

〃  8:50～ 9:00

〃  9:05～ 9:15

〃  9:20～ 9:30

〃  9:35～ 9:45

〃  9:55～10:05

〃 10:15～10:25

〃 10:30～10:40

〃 10:45～10:50

〃 10:55～11:05

〃 11:10～11:20

〃 11:25～11:30

椎谷公民館

文谷多目的集会センター

きら里館

大谷津消防センター

琴平公民館

塩田公民館

続谷公民館

刈生田公民館

田野辺公民館

村上公民館

平消防センター

市貝町役場

AM  8:30～ 8:40

〃  8:45～ 8:55

〃  9:05～ 9:15

〃  9:20～ 9:25

〃  9:40～ 9:45

〃  9:50～10:00

〃 10:10～10:15

〃 10:20～10:25

〃 10:35～10:45

〃 10:55～11:00

〃 11:05～11:15

〃 11:25～11:35

飼い犬の登録と狂犬病予防注射（秋）のお知らせ飼い犬の登録と狂犬病予防注射（秋）のお知らせ

〇今年度、すでに予防注射が済んでいる犬は、今回の予防注射を受ける必要はありません。
〇�今回の日程終了後に犬を飼養することになった方は、速やかに最寄りの獣医科病院で登録と予防注
射を行ってください。
〇飼い犬について、以下の登録事項に変更がある場合は必ずサシバの里推進室までご連絡ください。
　【犬が死亡している場合、行方不明の場合、所在地・飼い主が変わった場合】
〇�犬には「けい留義務」があります。散歩の時も必ずリード等を着用し、放し飼いとならないように
日頃から注意しましょう。
〇�散歩中の犬のフンに関する苦情が寄せられております。フンの後始末は、飼い主の最低限のマナー
です。飼い主が必ず責任を持って持ち帰りましょう。

●問い合わせ　サシバの里推進室　環境保全係　☎６８－１１２０
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田
野
辺
の
天
祭

市
貝
町
戦
没
者
追
悼
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　

町
指
定
民
俗
文
化
財
の
「
田
野
辺
の

天
祭
」
が
８
月
24
日
・
25
日
の
２
日
間

　

８
月
22
日
に
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中
、

役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
戦
没
者
追
悼

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

追
悼
式
で
は
入
野
町
長
が
式
辞
を
、

遺
族
会
の
柳
会
長
と
川
堀
議
長
が
追
悼

の
こ
と
ば
を
述
べ
、
参
列
者
一
人
ひ
と

り
が
戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
尊
い
命
の

ご
冥
福
を
祈
り
、
祭
壇
に
献
花
し
ま
し

た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

稲刈りし隊の皆さん、ありがとうございました。 

【問い合わせ】 
産業振興課 商工観光係 

68-1118 
 

今回収穫した酒米は、惣誉酒造(株)が製造・販売する 
「サシバの里帰り 純米吟醸」に使用され、11月には 
予約受付開始、来年 2月に販売されます。 

　９月14日、酒米「五百万石」の稲刈りイベントが、赤羽の飯田勝市さんの田んぼで開催されました。
このイベントは、町の特産品づくりを通じ、子どもたちに自然や環境を大切にする気持ちを育んでもら
おうと行われているものです。
　稲刈りに参加した21人は、秋晴れの空の下、飯田さんに説明を受けながら黄金色に実ったずっしりと
重たい稲を収穫しました。はじめは緊張していた子どもたちも、次第に鎌を持つ手つきもさまになり、
刈り取った稲はあっという間に山のように積まれていきました。手刈りの大変さを体験し、お米の一粒
一粒の大切さがひしひしと感じられた様子でした。
　また、コンバインでの稲刈りでは、自分の何倍も大きいコンバインに乗り、あっという間に刈り取ら
れ丸坊主にされていく田んぼの様子をみて目を輝かせていました。

稲刈りし隊が大活躍

田
野
辺
の
高た
か

龗お

神
社
の
境
内
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
初
日
の
朝
に
色
鮮
や
か
な
彫

刻
が
目
立
つ
「
天
棚
」
が
組
み
立
て
ら

れ
、
そ
の
夜
に
「
は
だ
か
も
み
」
が
行

わ
れ
ま
す
。
今
年
の
は
だ
か
も
み
は
、

荒
天
で
雷
鳴
が
轟
く
中
、
若
者
た
ち
が

激
し
く
体
を
ぶ
つ
け
合
い
、
勇
壮
な
姿

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

同
祭
り
は
、
江
戸
時
代
か
ら
受
け
継

が
れ
て
い
る
も
の
で
、
地
元
の
氏
子
お

よ
び
天
祭
保
存
会
が
主
体
と
な
り
、
風

祭
と
し
て
二
百
十
日
に
合
わ
せ
、
自
然

の
神
々
に
風
雨
順
調
、
五
穀
豊
穣
、
家

内・地
域
の
安
全
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。
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　交流都市である沖縄県宮古島市を訪問し、宮古島市の自然や文化等に直接触れながら結
の橋学園の小学生との交流を深めることで、豊かな心を育てるとともに沖縄本島での平和
教育を通して命の大切さと平和の尊さを学ぶことを目的として、８月18日から４日間市貝
町の小学生18名を派遣しました。

　僕が宮古島に行ってうれしかったことは、宮古島の小学生が僕たちとすぐに
仲良くなってくれたことです。民泊先の人たちは僕たちを本当の孫のように接
してくれました。僕は宮古島で民泊先の人たちが作ってくれたソーキそばが美
味しかったです。僕の夏休みで一番の思い出になりました。6年　河野　歩志

　私にとって宮古島交流事業は、楽しい思い出になりました。
　一番楽しかったことは、自然体験で海に行ったことです。展望台から見下ろ
す海はとてもきれいでした。 　　　　　　　　　　　　６年　大久保　千穂

　伊良部島は、とても海が綺麗で、自然が豊かで島の人たちはとても親切で交
流事業では、すぐに友達ができました。４日間で、色々な人にお世話になりま
した。特に、民泊先の方々にはとてもお世話になりました。素敵な体験をあり
がとうございました。　　　　　　　　　　　　5年　薄根　志弥

〇
交
流
事
業
の
感
想

〇
交
流
事
業
の
感
想

第３回市貝町小学生宮古島市交流事業第３回市貝町小学生宮古島市交流事業

出発式出発式

宮古馬のえさやり体験宮古馬のえさやり体験

現地小学生との交流現地小学生との交流

宮古島市教育長表敬訪問宮古島市教育長表敬訪問

さとうきび畑にてさとうきび畑にて

下地島の通り池にて下地島の通り池にて

民泊先とのお別れ会民泊先とのお別れ会

ひめゆりの塔見学ひめゆりの塔見学

伊良部島渡口の浜伊良部島渡口の浜
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お
米
に
は
ど
ん
な

品
種
が
あ
る
の
？

知
っ
て
い
ま
す
か
？
①

「
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
」

　

日
本
で
は
、
う
る
ち
米
（
主
食
と
な

る
お
米
）
、
も
ち
米
、
酒
米
な
ど
約

１
０
０
０
種
類
が
国
に
品
種
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
市
貝
町
で
主

に
生
産
さ
れ
て
い
る
品
種
は
次
の
４
品

種
で
す
。

　

町
内
北
部
の
水
田
に
あ
る
白
い
ロ
ー
ル
。

こ
れ
は
牛
の
餌
と
し
て
利
用
さ
れ
る
「
稲
発

酵
粗
飼
料
（
イ
ネ
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ

レ
ー
ジ
）」
と
い
う
も
の
で
す
。
稲
の
穂
が

完
熟
す
る
前
に
穂
と
茎
葉
を
一
緒
に
刈
り
取

り
、
ロ
ー
ル
状
に
形
成
し
た
も
の
を
フ
ィ
ル

ム
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
発
酵
さ
せ
ま
す
。

　

牛
の
餌
は
、「
粗
飼
料
（
主
食
）」
と
「
濃

厚
飼
料
（
主
菜
）」
の
大
き
く
２
種
類
に
分

か
れ
ま
す
が
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
「
粗
飼
料
」
に

あ
た
る
も
の
で
、
牛
の
主
食
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
コ
シ
ヒ
カ
リ

　

日
本
で
一
番
食
べ
ら
れ
て
い
る
品

種
。
甘
み
と
粘
り
気
が
強
く
、
家
庭
用

か
ら
業
務
用
ま
で
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
に

使
え
る
品
種
で
す
。

②
と
ち
ぎ
の
星

　

平
成
26
年
に
登
場
し
た
栃
木
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
品
種
。
大
粒
で
粒
が
し
っ
か
り

し
て
い
て
冷
め
て
も
美
味
し
い
。
令
和

の
大
嘗
祭
の
献
上
米
に
選
ば
れ
ま
し

た
。③

あ
さ
ひ
の
夢

　

や
や
大
粒
で
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
わ

い
。
コ
シ
ヒ
カ
リ
よ
り
２
週
間
ほ
ど
収

穫
が
遅
く
、
栃
木
県
の
南
部
を
中
心
に

栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
は
ん
を
食
べ
よ
う
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日
本
人
の
主
食
で
あ
る
お
米
。
栃
木
県
で
本
格
的
に
米
づ
く
り
が
始
ま
っ
た
の
は

弥
生
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

米
の
一
人
あ
た
り
の
年
間
消
費
量
は
、
昭
和
32
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
と
な
っ

て
お
り
、
近
年
は
食
生
活
の
多
様
化
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
ピ
ー
ク
時
の
半
分
以

下
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

栃
木
県
は
米
の
主
産
県
。
そ
し
て
市
貝
町
の
農
地
の
約
７
割
は
水
田
で
す
。

　

自
然
豊
か
な
市
貝
町
で
作
ら
れ
た
美
味
し
い
お
米
を
た
く
さ
ん
食
べ
ま
し
ょ
う
！

市
貝
産
の
お
米
は

ど
こ
で
買
え
る
の
？

知
っ
て
い
ま
す
か
？
②

「
稲
の
花
」

　

道
の
駅
サ
シ
バ
の
里

い
ち
か
い
で
は
、
市
貝

産
の
お
米
を
使
用
し
た
お

に
ぎ
り
や
お
弁
当
の
ほ

か
、
市
貝
町
の
ブ
ラ
ン
ド

米
「
サ
シ
バ
の
ふ
る
さ
と

※
１
」
や
、
市
貝
産
の
酒

米
を
1
０
０
％
使
用
し
た

惣
誉
酒
造
（
株
）
の
日
本

酒
「
サ
シ
バ
の
里
帰
り
※

２
」
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。

　

稲
の
穂
が
出
る
と
稲
の
花
が
開
花
し
ま

す
。
開
花
す
る
の
は
午
前
中
の
約
２
時
間
。

　

穂
先
か
ら
順
に
開
花
し
、
す
べ
て
咲
き
終

わ
る
ま
で
に
１
週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

※１「サシバのふるさと」※２「サシバの里帰り」

④
ゆ
う
だ
い
21

　

宇
都
宮
大
学
が
開
発
し
、
平
成
22
年

に
品
種
登
録
さ
れ
た
品
種
。
甘
み
と
粘

り
の
強
さ
が
特
徴
で
、
市
貝
町
で
も
じ

わ
じ
わ
と
栽
培
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

いちかいいちかい

お米フェアお米フェア

おいしいお米の炊き方教室おいしいお米の炊き方教室

※�詳細は、道の駅サシバの里いちかいのホームページ
やＳＮＳ等でお知らせします。

コシヒカリ、とちぎの星、ゆうだ
い 21の無料試食会

市貝町農業青少年クラブ協議会（４
Ｈクラブ）による新米の販売会等

お米マイスター阿部さんと、ミニ土鍋
でおいしいごはんを炊いてみよう！

何が出るかはお楽しみ☆

お米のガチャガチャ登場お米のガチャガチャ登場

新米販売等新米販売等

市貝産新米食べ比べ市貝産新米食べ比べ

と　きと　き 10月26日（土） 10月26日（土）
　　　　 　　　　 午前11時30分～（予定）午前11時30分～（予定）

ところところ  道の駅サシバの里いちかい道の駅サシバの里いちかい

　減農薬・減化学肥料で栽
培された、町のブランド米
「サシバのふるさと」。こ
のお米には、「これからの
未来を生きる子供たちに、
豊かな里山の生態系を引き
継いでいきたい」という思
いが込められています。

　豊かな里山を守り、サシバが安心
して帰れる環境を保ち続けたいと
いう思いから、惣誉酒造(株)と市貝
町がタッグを組み、町内産の酒米
「五百万石」を100％使用した地酒
が令和４年に誕生しました。今年収
穫された酒米を使用した「サシバの
里帰り」は、来年２月に販売を予定
しています。
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生涯学習・スポーツ
図書館・歴史民俗資料館

教育・文化・スポーツ

生涯学習・スポーツ
図書館・歴史民俗資料館

教育・文化・スポーツ
10月の公民館休館日

７日（月）、１５日（火）、２１日（月）、２８日（月）

10月の予定 October
10/5（土）町PTA研修大会

（町民ホール　受付AM9:00～　開会AM9:30）
10/6（日）栃木SC市貝町民デー

（栃木県グリーンスタジアム　PM2:00 試合開始）
10/13（日）市貝町長杯争奪野球大会

サマーボランティア講座

第43回
高年ソフトボール大会を開催

第38回市貝町民親善ゴルフ
参加者を募集します！

栃木ＳＣ「市貝町民デー」を開催します

　中学生を対象にした城見ヶ丘大学「サマーボランティア講座」が８月に３日間にわたって開催され、市貝中の
１～３年生19名が受講しました。
　初日は「ボランティアとは何か」を学び、どのような町に自分たちがしていきたいかを考える「まちづくり
ワークショップ」を開催しました。２日目は、午前中に市貝分署職員による普通救命講習を受け、ＡＥＤの使い
方など救命について学び、午後は芳賀地区広域消防本部を見学し、通報の練習やはしご車搭乗体験などを行いま
した。
　３日目は、市貝ジュニアリー
ダースクラブとともにゴミ拾いの
ボランティアを行い、トータル８
kg以上のゴミを拾いました。想像
以上にゴミが散見されたため、生
徒たちも大変驚いた様子でした。
　生徒たちからは「この３日間で
学んだことを今後に活かしたい」
といった声が寄せられました。

　８月20日、27日の２日間、市貝町勤労者
体育センターにて第43回高年ソフトボール
大会が開催されました。
　町内から３チームが参加し、暑さに負け
ない白熱した戦いが繰り広げられました。
　【結果】
　　優　勝：続谷GT
　　準優勝：大久保ファイターズ
　　第３位：古宿下町ソフトボールクラブ

日　　程　11月20日（水）
場　　所　芳賀カントリークラブ
参加資格　町内在住または在勤している方
定　　員　先着96名
費　　用　参 加 費：３，０００円　プレー費：６，０００円
申込用紙　�町ホームページからダウンロード、もしくは中央公

民館窓口で配布
申込期限　�10月30日（水）までに参加費を添えて中央公民館へ

お申込みください。
問い合わせ　生涯学習課生涯スポーツ係（中央公民館内）
　　　　　　☎６８―００２０

　 10月６日（日）午後２時キックオフの愛媛FC戦（会場　栃
木県グリーンスタジアム）が無料観戦できます。観戦を希望さ
れる方は、QRコードからお申込みください。
※発券手数料210円のみかかります。
問い合わせ　生涯学習課　生涯スポーツ係　
　　　　　　☎６８―００２０
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月末資料整理日

蔵書点検休館日 文化の日

勤労感謝の日

振替休日

スポーツの日

開館時間　９：3０～１9：0０

「佐藤愛子の役に立たない人生相談」
佐藤　愛子／著（ポプラ社）

　人生の波乱万丈を乗り越えてきた著者が、若者か
ら中高年まで、あらゆる世代の悩みに答えてくれてい
る本です。仕事・恋愛・家族・人間関係・社会の在り方
などに叱咤激励をいただくという人生問答集です。厳
しくも温かい言葉の数々、人間への深い考察とユーモ
ア溢れた回答は、愉快痛快、読みごたえたっぷりの一
冊です。

●蔵書点検による休館のお知らせ

●しょうちゃんと遊びま専科
「オリジナルえんぴつを作っちゃおう！」の参加者
を募集します

●第１２回いちかい図書館まつりについて

●第12回いちかい図書館まつり【フリー
マーケット】の出店者を募集しています

　１０月８日（火）～１０月１１日（金）の期間は、蔵書点
検のため休館となります。
　期間中の本の返却はブックポストをご利用ください。
CD・DVDは蔵書点検後、開館中にカウンターに返却して
ください。ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお
願いいたします。

日時：１１月３日（日）１４：００～
場所：２階　企画研修室
内容：�当館顧問のしょうちゃんと一緒に、自分だけのオリ

ジナルえんぴつ工作を楽しみます。
対象：�小学生（保護者同伴）※カッターを使用します
持ち物：軍手をお持ちください
定員：８組（１組で２本作れます）
受付：９月２８日（土）～
　　　※定員になり次第終了
申込：カウンター・お電話

日時：１１月２４日（日）１０：００～１５：００　※雨天中止
場所：市貝町立図書館　駐車場
区画：１７区画（２３５ｃｍ×４８０ｃｍ程度）
受付：９月２２日（日）～※未成年不可・定員になり次第受付終了
申込：カウンター・お電話
出店品目：�家庭の不用品・手作り品・農産物（加工品は不

可）他
※�社会通念上並びに法律に違反するもの・生き物・医薬品・食
品全般・コピー品・危険物などは出品をお断りいたします。
出店料：無料　

　毎年恒例の図書館まつりを、１１月２４日（日）に開催す
る予定です。詳細は次号でお知らせします。

●読みたい本が市貝図書館にないときは…
　市貝図書館で所蔵していない資料を、県内の図書
館から取り寄せて借りることができます。ご利用の
際は「予約・リクエスト用紙」にご記入いただき、カ
ウンターへお申込みください。
※�貸出依頼する図書館によって貸
出規則・優先順が異なりますの
でご了承ください。

顧問一押しの一冊○172

　
※状況により中止する場合もあります。ご了承ください。
★秋の読書週間イベント
　１０月２７日（日）～１１月９日（土）
●雑誌付録プレゼント抽選会
　期間：１０月２７日（日）～１１月１０日（日）
　内容：期間中５点以上借りた方に応募券を配布し
ます。ご希望の付録にお申込みください。期間中は何
度でも応募できます。（１日１回まで）
　結果発表：１１月２４日（日）※図書館まつり当日
　受取期間：１１月２４日（日）～１２月１日（日）
●ダンボの会のおはなし会
　日時：１０月２７日（日）１０：３０～（５０分程度）
場所：１階　おはなしコーナー
内容：読み聞かせボランティア「ダンボの会」による
小さい子向けの絵本の読み聞かせです。お気軽にご
参加ください。

【問い合わせ：市貝図書館　☎68-4380】

催し物の予定



1.総括
（1）人件費の状況（普通会計）

区分 住民基本台帳人口
（令和５年度末）

歳出額
Ａ

実質収支 人件費
Ｂ

人件費率
Ｂ/Ａ

（参考）
令和４年度の人件費率

５年度 11,224人 6,010,018千円 674,888千円 1,053,724千円 17.5％ 16.0％

（2）職員給与費の状況（普通会計）

区分
職員数

A
給　与　費 一人当たり

給与費 Ｂ/Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉手当 　計　Ｂ

５年度 111人 339,611千円 53,556千円 134,072千円 527,239千円 4,749千円

（注）1　職員手当には退職手当は含まれていません。

2.職員の平均給与月額、初任給等の状況
（1）職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（令和６年４月１日現在）

　①一般行政職　　　　　　　　　　　　　　　　②技能労務職

令和６年４月分 令和６年４月分

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

39.6歳 299,290円 345,080円 60歳 253,566円 277,624円
（注）1　「平均給料月額」とは、各職種ごとの職員の基本給の平均です。
（注）2　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外手当等の諸手当の額を合計したものです。

（2）職員の初任給の状況（令和６年４月１日現在）
区　分 給料月額 区　分 給料月額

一般行政職
大　学　卒 187,300円 技能労務職 高　校　卒 164,000円

高　校　卒 166,600円

3.特別職の給与状況（令和６年７月１日現在）
区　分 条例上の給与（月額） 7月1日現在の給与（月額） 削減額 減額率

町　長 740,000円 740,000円 ０円 ０％

教育長 550,000円 550,000円  ０円 ０％

●問い合わせ　総務課  庶務係　☎68－1111

市貝町職員の給与について公表します市貝町職員の給与について公表します
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　栃木県最低賃金は、栃木県の区域内の事業場
で働くすべての労働者とその使用者に適用され
ます。一般労働者はもちろん、臨時、パート、
アルバイト等にも適用されます。なお、特定の
産業には特定最低賃金が定められています。
　詳しくは、栃木労働局労働基準部賃金室
（☎ 028 － 634 － 9109）または、最寄りの労
働基準監督署にお問い合わせください

栃木労働局からのお知らせ
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【申し込み・問い合わせ】
産業振興課 商工観光係

 ☎　 68-1118こちらから
簡単申込！

市貝町内で正社員・パートの採用予定のある事業所を募集

　来年２月７日(金)に市貝町町民ホールで開催予定の、４町合同就職面接会の参加事業者を募集し
ます。
　この面接会は、以下の方々を対象としています。
◆�市貝町、芳賀町、益子町、茂木町での就職を希望する方
◆�令和7年3月31日卒業予定の大学院生、大学生、高専生、専修学校生
【開催概要】会　　場：市貝町町民ホール
　　　　　　開催時期：2月７日(金) 
　採用予定のある事業者様は、11月29日（金）までに下記の二次元コードから申込みいただくか、参
加申込書（HPで入手可)に必要事項を記入のうえ、FAXでお申込みください。
　参加事業所が多数の場合は、先着順とさせていただきますのでご了承ください。

市貝町・芳賀町・益子町・茂木町

４町合同就職面接　参加事業所 募集

　町公式ＬＩＮＥでは、イベ
ント情報やくらしの情報を発
信している他、防災メール等
と連携した災害情報もお知ら
せします。また、リッチメ
ニューからごみの出し方や休
日診療当番医、ハザードマッ
プなどもすぐ確認できます。

登録は、左の二次元コードを
読み取り「友だち追加」をし
てください。
またはLINEアプリで
@ichikaitownと検索し、
「追加」ボタンを押してくだ
さい。

●お問い合わせ　
　総務課　文書広報係　☎６８－１１１１

　栃木県では、河川内に繁茂してい
る樹木について、民間と協働した樹
木伐採を実施しております。
　このため、個人・団体問わず、本
人が伐採し、持ち帰っていただける
方を募集いたします。（無償）
　詳細については、栃木県ホーム
ページまたは各土木事務所ホーム
ページをご覧いただき、所定の様式
に必要事項を記入のうえ、応募して
いただきますようお願いします。
●募集期間：10月４日（金）～
　　　　　　10月18日（金）
●お問い合わせ：
　栃木県河川課　
　　☎028－623－2444
　栃木県真岡土木事務所　
　　☎0285－83－8304

町公式ＬＩＮＥを
ご活用ください

公募型樹木伐採の
実施について

＠ichikaitown
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●10月の農産物直売所おすすめ品●　　　
・秋の味覚満載です　　　　　　　　　　　
　�ぶどう・梨（にっこり・秋月など）・栗
　リンゴ・渋柿・サツマイモ・きゅうり
・鍋材料、煮物材料として
　白菜・里芋・大根・人参・かぼちゃ・キャベツ
・特別栽培米の新米も販売中！
　�コシヒカリ・とちぎの星・ゆうだい21・なすひかり

●第5回　サシバの里かかし祭り開催！！　　
　10月26日（土）～11月30日(土)　
　西側駐車場にて
　※10月16日（水）まで
　　作品募集中！
　※参加者には参加賞進呈

●10月のイベント情報●
・13日（日）　
　�栃木カブ屋敷主催
　「スーパーカブミーティング
　　　　　　＆フリーマーケット」
　　東側駐車場にて　　　　　　　　　　　
・26日（土）お米フェア
　�新米食べ比べ、市貝町産新米販売、
　おいしいお米の炊き方教室も開催
　（教室のみ事前予約制）
・27日(日)　ハロウィンマルシェ
〇移動販売・個別宅配も実施中！
　�新たに来て欲しい場所や個別宅配希望者が
いましたら何なりとお申し付けください。
〇問い合わせ　道の駅サシバの里いちかい
　　　　　　　☎68－3485
情報は随時HP・Facebook等で発信いたし
ます。HP：www.michinoeki-ichikai.jp

今月のおすすめをご紹介

❕ ❕❕ ❕

いち
かい

ｖｏｌ.19

昨年のかかし祭り
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芝ざくら挿し芽ボランティア募集芝ざくら挿し芽ボランティア募集
半日からでも気軽に参加

詳細は参加時にご説明いたします

　芳那の水晶湖ふれあいの郷協議会では、来年３
月に植栽する芝ざくら苗育成のため「挿し芽作業
ボランティア」の参加者を募集いたします。作業
は簡単ですので、興味のある方はお気軽にご参加
ください。
期　日：10月１日（火）・３日（木）
　　　　４日（金）・５日（土）
時　間：９:00～16:00の間
場　所：市貝町見上614-１
　　　　（市貝町芝ざくら公園）
服　装：�培養土などを扱いますので、汚れてもよ

い服装でご参加下さい。また、作業手袋
をご持参下さい。

参加特典：�参加いただいた方には「挿し芽ポット」
２ポットをプレゼントさせて頂きます。

●問い合わせ　
　芳那の水晶湖ふれあいの郷協議会
　会長　石川　紀雄　
　☎090－2660－2617

子育て支援センター こあらぐみ
10 月の行事予定

りんご狩り・益子北公園であそぼう！
●日時：８日（火）10:00～
●場所：益子町岩崎りんご園・益子北公園
●費用：500円（当日集金します）
３日（木）までにお申込みください。
おやつ・飲み物・着替え等をご持参ください。

あんよの発達測定会（花王製品のお土産つき）
●日時：17日（木）10:00～
●歩いている動画から成長を測定してみませんか？
●対象：ひとりで歩けるお子さんと保護者
15日（火）までにお申込みください。（先着５組）

みんなで学ぼう！
●18日（金）10:30～
●子どもの事故と予防
●講師：町保健師

大きくなったかな？
●身体測定
　17日（木）
　18日（金）

●問い合わせ・申し込み
　子育て支援センター　☎６８－００６９
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先

生
か
ら
「
は
る
か
に
古
い
」
と
教
授
さ
れ
、

命
の
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。
傍
証
と
し
て
円
墳
が
沼

を
囲
む
よ
う
に
並
ん
で
い
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
日
本
地
名
大
辞
典
に
は
延
喜
年
間

（
９
０
０
年
ご
ろ
）
に
河
内
久
助
が
土
着
し
た

と
は
あ
り
ま
す
が
、
イ
コ
ハ
ヤ
ワ
ケ
ノ
命
の

説
の
方
が
ロ
マ
ン
に
満
ち
て
魅
力
的
で
す
。

　

こ
の
た
び
一
千
年
の
歳
月
を
飛
び
越
え
て

多
田
羅
沼
が
「
市
貝
町
サ
シ
バ
の
里
保
全
創

造
条
例
」
に
お
い
て
特
別
重
要
保
存
地
域
に

指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
同
条

例
で
は
、
こ
こ
で
の
開
発
は
禁
止
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
当
地
に
は
チ
ョ
ウ
の
ク
ロ
シ
ジ

ミ
と
貝
の
ヨ
コ
ハ
マ
シ
ジ
ラ
ガ
イ
と
い
う
栃

木
県
絶
滅
危
惧
Ｉ
類
（
Ａ
ラ
ン
ク
）
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
ク
ロ
シ
ジ
ミ

は
、
１
９
９
５
年
に
那
須
町
で
の
確
認
を
最

後
に
途
絶
え
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
０
年

に
当
町
で
再
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
環
境

省
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で
も
絶
滅
危
惧
Ｉ

Ｂ
類
に
指
定
さ
れ
る
大
変
希
少
な
チ
ョ
ウ
で

す
。
勝
手
に
採
取
す
る
と
罰
金
が
科
さ
れ
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
連
事
務
総
長
が
沸
騰
し
て
い
る
と
呼
ん

だ
地
球
の
環
境
は
、
ア
メ
と
ム
チ
だ
け
で
は

守
れ
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
改
め

行
動
し
な
け
れ
ば
、
明
日
の
世
代
に
青
い
宝

石
を
手
渡
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
多
田
羅

沼
を
軸
に
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
環
境
保
全

活
動
に
参
画
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。

市貝町 研修大会

講演 「社会教育による地域づくりの土台づくり」

講師 裾野市社会教育委員長 小田 圭介 氏

会場/市貝町町民ホール

受付/９：００～ 開会/９：３０～

期日/10月5日（土）

・参加を希望される方は事前にお申込みください。
　定員になり次第受付を終了いたします。
・席に余裕があるときは当日の受付も可能です。
●申し込み・問い合わせ
　市貝町中央公民館　
　☎68－0020　FAX 68－0048
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杉　

山　

髙
木　

昭
一　

選

片
影
へ
同
じ
顔
ぶ
れ
続
く
街	

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

乱
読
の
本
積
み
か
さ
ね
熱
帯
夜	

上　

根　

星　
　

君
子

秋
立
つ
や
勢
い
褪あせ
る
山
の
色	

田
野
辺　

雅　
　

翠

こ
の
と
こ
ろ
驟
雨
続
き
や
あ
ば
れ
草	

赤　

羽　

塩
田　

廸
子

秋
風
や
湯
呑
み
一
つ
を
膳
に
置
き	

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

同
じ
夜
に
聖
火
と
戦
火
蚊
の
唸
り	

赤　

羽　

岡
本　
　

豊

猛
暑
飽
き
夜
の
秋
待
ち
気
が
走
り	

赤　

羽　

石
川　

文
治

空
き
家
か
ら
風
鈴
の
音
響
き
け
り	

大
谷
津　

星
野　

妙
子

猛
暑
日
で
み
こ
し
も
暑
く
水
泳
ぎ	
刈
生
田　

渡
辺　

時
夫

秋
色
の
渓
を
流
る
る
四
度
の
滝	
赤　

羽　

塩
田
農
夫
也	

雨
あ
が
り
新
米
届
き
に
ぎ
り
め
し	
市　

塙　

豊
田　

功
剣

ひ
ぐ
ら
し
の
声
に
誘
わ
れ
夕
散
歩	

杉　

山　

大
根
田
芳
江

泣
き
虫
に
も
聞
か
ん
坊
に
も
青
い
空	

多
田
羅　

苅
部　

眞
一

山
百
合
が
う
つ
む
き
咲
き
て
宵
の
月	

赤　

羽　

園
部　

弘
子

朝
一
番
耳
に
飛
び
込
む
蝉
時
雨	

続　

谷　

軽
部　

悦
子

濃
く
淡
く
花
野
広
が
る
大
地
か
な	

赤　

羽　

永
山　

青
楓

コ
ー
ヒ
ー
香
る
友
と
会
話
の
夏
日
差
し	

上　

根　

谷
口　

弘
子	

き
の
う
右
今
日
は
左
だ
遠
花
火	

上　

根　

菅
原　

節
秋

敬
老
の
日
や
仏
前
に
感
謝
の
灯	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

暑
か
っ
た
忘
れ
さ
せ
て
る
今
朝
の
冷	

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

猛
暑
日
が
た
ゞ
の
暑
さ
に
な
る
時
代	

杉　

山　

髙
木　

昭
一

締
切
り
は
毎
月
五
日
で
す
。

　
短
　  

歌　

	

赤　

羽　

関
澤　

幸
夫　

選

猛
暑
に
も
ボ
ー
ル
蹴
る
音
躍
動
し
グ
ラ
ン
ド
狭
し
と
児こ童
の
声
ひ
び
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

根　

菅
原　

節
秋

十
五
夜
の
芒
思
ひ
し
熱
帯
夜
待
ち
遠
し
き
は
枯
れ
芒
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上　

根　

鈴
木　

政
明

逢
い
た
い
な
行
き
た
い
な
と
思
い
つ
つ
暑
さ
に
包
ま
れ
四
面
楚
歌
な
り

赤　

羽　

藤
平　

光

も
う
す
こ
し
見
さ
せ
て
ほ
し
い
此
処
彼
処
時
間
で
し
ば
る
観
光
ツ
ア
ー

石　

下　

片
岡
シ
ヅ
ヱ

夢
さ
め
て
時
の
流
れ
を
つ
か
む
れ
ば
心
の
き
ざ
み
一
歩
一
歩
と

赤　

羽　

石
川　

文
治

五
輪
終
え
メ
ダ
ル
獲
得
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
も
上
位
で
ス
ポ
ー
ツ
大
国

赤　

羽　

五
月
女　

修

友
の
け
が
退
院
き
ま
る
と
友
の
妻
見
舞
も
行
け
ず
九
月
の
三
日

市　

塙　

豊
田　

功
剣

暑
さ
に
も
負
け
ず
咲
き
い
る
百
日
草
「
強
く
生
き
て
」
と
教
え
る
ご
と

市　

塙　

仲
山
美
代
子

逝
く
夏
を
惜
し
む
が
ご
と
く
細
ぼ
そ
と
ひ
と
つ
か
な
か
な
厨
に
と
ど
く

椎　

谷　

小
堀　

宮
子

ピ
ン
ポ
ー
ン
の
の
ん
び
り
鳴
る
を
夫
選
り
ぬ
「
人
感
チ
ャ
イ
ム
」
今
日

も
ピ
ン
ポ
ー
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

市　

塙　

小
林　

靜
英

暑
か
っ
た
夏
の
終
わ
り
を
告
げ
る
よ
う
に
蝉
の
鳴
き
声
少
し
淋
し
い

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

締
切
り
は
毎
月
五
日
で
す
。
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不
動
産
無
料
相
談
会

「
法
の
日
」
司
法
書
士

無
料
法
律
相
談

市
貝
温
泉
健
康
保
養
セ
ン

タ
ー
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
伴
う

臨
時
休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

公
益
社
団
法
人
栃
木
県
不
動

　

市
貝
温
泉
で
は
一
年
に
一

度
、
総
括
的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
行
う
た
め
、
次
の
日
程
に
お

い
て
臨
時
休
館
日
を
設
け
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
休
館
日

　
　

10
月
21
日
（
月
）
～

　
　
　
　

25
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ　
　

　

町
民
く
ら
し
課
健
康
づ
く
り
係

　

☎
（
６
８
）
１
１
３
３

　

市
貝
温
泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー

　

☎
（
６
８
）
４
４
６
０

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
司

情報
交 差 点

有料広告

有料広告

お知らせ
　芳賀秩父観音 34番札所であり、市塙幼稚園園
舎として使用された桂藏寺観音堂は、老朽化に
より解体し新しいお堂に姿を変えます。市塙幼
稚園卒園の方々、お堂に思い出や思い入れのあ
る地域の方々等、現在の観
音堂に最後のお別れをして
いただければと思います。
 市貝町桂藏寺
 ☎ 0285-68-0062

法
書
士
無
料
法
律
相
談
週
間
に

あ
た
り
、
栃
木
県
司
法
書
士
会

で
は
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

▼
期
間

　

10
月
１
日（
火
）～
７
日（
月
）

　
　

※
土
日
は
除
く

▼
場
所　

　

県
内
各
司
法
書
士
事
務
所

▼
時
間　

　

午
前
10
時
～
正
午
、

　

午
後
１
時
～
４
時　

※
要
予
約
・
面
談
相
談

▼
相
談
内
容　

　

司
法
書
士
の
業
務
に
関
す
る

相
談

　

�

不
動
産
登
記
（
相
続
・
贈

与
・
売
買
等
）
、
商
業
登
記

（
会
社
設
立
・
役
員
変
更

等
）
、
成
年
後
見　

（
高
齢

者
の
財
産
管
理
）
、
供
託
、

訴
訟
、
多
重
債
務
等

▼
相
談
員　

司
法
書
士

▼
申
し
込
み　

　

予
約
・
相
談
に
つ
い
て
は
、

お
近
く
の
司
法
書
士
事
務
所
に

直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

栃
木
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
２
８（
６
１
４
）１
１
２
２
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差
し	

上　

根　

谷
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弘
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き
の
う
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今
日
は
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だ
遠
花
火	

上　

根　

菅
原　

節
秋

敬
老
の
日
や
仏
前
に
感
謝
の
灯	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

暑
か
っ
た
忘
れ
さ
せ
て
る
今
朝
の
冷	

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

猛
暑
日
が
た
ゞ
の
暑
さ
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な
る
時
代	

杉　

山　

髙
木　

昭
一

締
切
り
は
毎
月
五
日
で
す
。

　
川
　
　
柳 

「
祭
り
」　

	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵　

選

神
輿
渡
御
メ
イ
ン
は
屋
台
弾
む
声	

　

市　

塙　

佐
藤　

幸
子

祭
り
よ
り
屋
台
が
気
に
な
る
食
い
し
ん
坊	   

上　

根　

菅
原　

節
秋

祭
り
の
日
ぶ
っ
か
き
あ
め
と
わ
た
あ
め
と	

市　

塙　

園
部　

浩
子

ペ
デ
ィ
キ
ュ
ア
の
マ
マ
と
お
そ
ろ
い
祭
り
の
子	

多
田
羅　

苅
部　

眞
一

下
駄
の
音
祭
り
の
余
韻
乗
せ
帰
る	

　

杉　

山　

髙
木　

昭
一

伝
統
の
祭
り
今
年
も
や
っ
た
け
ど	

市　

塙　

豊
田　

功
剣

夏
祭
り
夜
空
に
ぎ
わ
す
大
花
火	

　

市　

塙　

永
嶋　

静
江

大
相
撲
祭
り
褌
捲
く
し
立
て�

石　

下　

馬
込　

滋
紀

笛
太
鼓
太
々
神
楽
に
酔
い
し
れ
て	

赤　

羽　

園
部　

弘
子

村
祭
り
豊
作
祝
う
太
鼓
の
音	

刈
生
田　

渡
辺　

時
雄

笛
太
鼓
傘
寿
の
心
躍
ら
せ
る	

赤　

羽　

石
川　

文
治

豊
穣
の
実
り
を
祝
う
秋
祭
り	

石　

下　

片
岡
シ
ヅ
ヱ

夏
祭
り
母
の
ゆ
か
た
が
出
番
待
ち	

田
野
辺　

国
井　

弘
子

台
風
が
も
ろ
に
通
過
で
祭
り
や
め	

杉　

山　

大
根
田
芳
江

父
母
と
両
手
つ
な
い
で
祭
り
の
夜	

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

さ
つ
ま
い
も
掘
り
も
掘
っ
た
り
収
穫
祭	

赤　

羽　

小
塙　
　

斉

境
内
の
浴
衣
華
や
ぐ
夏
祭
り	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

題
予
告 
十
一月「
仲
良
し
」十
二
月「
飾
る
」 

締
切
り
は
毎
月
五
日
で
す
。
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町の人口
9月１日現在

　男	　　5,708	 （5,771）

　女	 5,427	（5,505）

　計	 11,135	（11,276）

世帯数	 4,599	（4,577）

（ ）内は昨年の同月

〔住民基本台帳〕

八
月
受
付
分

（
敬
称
略
）

 

住 

所　

    

氏　

名　
　

年
齢

市　

塙　

北
井　

和
子　

77
歳

赤　

羽　

小
泉
フ
ク
エ　

99
歳

石　

下　

平
山　

正
志　

81
歳

文　

谷　

薄
根
ミ
チ
子　

94
歳

杉　

山　

薄
根
キ
ク
ノ　

90
歳

杉　

山　

川
又　

和
子　

69
歳

市　

塙　

久
保　

一
孝　

82
歳

婚 

姻 　

 

（
敬
称
略
）

　

住　

所　

    

氏　

名

　

続　

谷　

荒　

井　

宏　

大	

　

東
海
村　

小　

川　

美　

帆	
	

	
	

障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

　

障
害
者
雇
用
を
進
め
る
上
で

知
っ
て
お
き
た
い
、
障
害
ご
と

の
特
性
に
応
じ
た
業
務
の
切
り

出
し
方
に
つ
い
て
、
具
体
的
・

実
践
的
な
手
法
を
交
え
て
紹
介

し
ま
す
。

▼
日
時

　

10
月
３
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
開
催
方
法　

出
　
生 　
（
敬
称
略
）

住
所　

  

氏　

名　

  

保
護
者
名

市
塙　

椿つ
ば
き　
　

七な
な

成せ　

宗　

大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栞	

椎
谷　

藤ふ
じ

間ま　

椋り

月つ　

雄　

哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

実　

紗

産
鑑
定
士
協
会
で
は
、
次
の
と

お
り
の
無
料
相
談
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。

▼
会
場
お
よ
び
日
時

　

10
月
3
日
（
木
）
真
岡
市

（
真
岡
市
青
年
女
性
会
館
）

　

10
月
15
日
（
火
）
宇
都
宮
市

（
宇
都
宮
市
役
所
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
3
時
ま

で　

※
事
前
予
約
制

▼
相
談
員　

　

�

協
会
所
属
の
不
動
産
鑑
定
士

▼
相
談
項
目　

　

�

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の

価
格
、
地
代
、
家
賃
、
借
地

権
の
価
格
な
ど

▼
申
し
込
み　

　

オ
ン
ラ
イ
ン

▼
対
象
者　

　

県
内
企
業
の
経
営
者
お
よ
び

人
事
担
当
者
等

▼
申
込
期
限　

　

10
月
１
日
（
火
）

▼
申
込
方
法　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
主
催　

　

栃
木
県

▼
問
い
合
わ
せ　

　

�

株
式
会
社
綜
合
キ
ャ
リ
ア
ト

ラ
ス
ト

　

☎
０
２
８（
６
５
０
）５
８
２
０

　

�

公
益
社
団
法
人
栃
木
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会　

事
務
局

　

☎
０
２
８（
６
３
９
）０
５
５
６



特設行政相談を開設します！
　国や県、町などの行政機関が管轄する道路や
河川の整備、税金や年金など、お困りごとや要
望等はありませんか？
　10月の「行政相談週間」にあわせて、下記の
とおり特設の行政相談所を開設しますので、お
気軽にご相談ください。（無料、秘密厳守）
●開設日時　
　10月18日（金）（事前予約不要）
　①午前10時30分から午後０時30分まで
　②午後１時30分から午後３時30分まで
　※�状況により少々お待ちいただく場合があり
ます。

●場　　所　
　町保健福祉センター（市塙１７２０－１）
●行政相談委員　
　倉持　久美子 委員
●問い合わせ　総務課　文書広報係　
　　　　　　　☎68－1111
　　　　　　　総務省栃木行政相談センター　
　　　　　　　☎028－633－1100
　　　　　　　

10
2024

20

PickUp!PickUp! 福神草が咲き揃う福神草が咲き揃う
（駒込）（駒込）

芳賀赤十字病院通院に掛かる芳賀赤十字病院通院に掛かる
真岡鐵道運賃がお得になります！真岡鐵道運賃がお得になります！

　駒込の大塚敏彦さん宅の敷地に、夏の暑さ　駒込の大塚敏彦さん宅の敷地に、夏の暑さ
に負けず伸び伸びと太陽に向かって、沢山のに負けず伸び伸びと太陽に向かって、沢山の
福神草が花を咲かせていました。福神草が花を咲かせていました。
　花は10月頃まで咲いていて、寒さに弱いた　花は10月頃まで咲いていて、寒さに弱いた
め冬の時期は暖かい場所へ植え替えているそめ冬の時期は暖かい場所へ植え替えているそ
うです。今年は、昨年に負けないくらい多くうです。今年は、昨年に負けないくらい多く
咲き誇っているとのことです。咲き誇っているとのことです。
　福神草の花ことばは、その名前からも分か　福神草の花ことばは、その名前からも分か
るように「幸せを招く、希望」などがあり、るように「幸せを招く、希望」などがあり、
縁起の良い花として人気があります。縁起の良い花として人気があります。

　芳賀赤十字病院を利用する町民の方は、「真岡鐵道利用券」を使用することで「多田羅
駅、市塙駅、笹原田駅」の3駅と「北真岡駅」間における片道運賃が「100円」になり、
町デマンドタクシー「サシバふれあい号」300円、いちごバス100円と合わせて、片道
「500円」で自宅から芳賀
赤十字病院へ行くことがで
きるようになります。
　乗車する方は、事前に役
場で真岡鐵道利用券を購入
してください。

　販売開始日：10月１日（火）から
　販売場所　：町役場２階　企画財政課
　対象者　　：町内在住の芳賀赤十字病院を利用する18歳以上の方
　販売金額　：１セット（利用券10枚綴り）　1,000円
　有効期限　：購入日より１年間
　注意事項　：�購入時に申し出た「町内の駅」と「北真岡駅」間でのみ利用できます。
　問い合わせ：企画財政課　ふるさと創生係　企画担当　☎68－1110
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